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アブストラクト 

カタログは二つの表から成る。第１表は個々の観測から得たスペクトル型とライン強度を載せた。変光

位相と等級は可能な限り載せるようにした。載せた線強度は５分子のバンドヘッド、二つの原子線、Hδ

輝線、光度に敏感と考えられる３つのライン比の和である。 

第２表は個々の星に対する光度極大時の平均スペクトル型を載せた。参考のため、位置、可視等級の

範囲、吸収線の視線速度も載せた。周期スペクトル型関係をグラフにして示した。 

 

１．イントロ 

入手した分光データ（Mt.Wilson,Palomar,Lick,Lowell,McDonald,Yerkes,）  100-10A/mm 

II. タイプ 

分類は青と可視領域の吸収線に基づいて行った。 

M型に関しMK タイプ(1966 Basic Astronomical Data p78)とMt.Wilson タイプ(Adams etal 1926)はほぼ一致 

通常、M型の分類にはバンドの絶対強度が使われる。しかし、ミラ型星では一般にバンド強度が弱くなることが知られて

おり、また例えば極大時に最も強い TiOバンドがM3をしめし、弱いバンドはM6だったりする。 

によって早期型 

このため、バンド間の相対比の方が合理的な評価ができる。この方法は表２のようでらる。 

 

表２ 分類基準。数字は TiOのバンドヘッド 

S型の分類法は略。 



 

結果は表７ バンド強度の定義は 

AlO  AlO/TiO4842 

VO VO/5763 

YO YO/6132 

ScO Sc/６０３６、６０７４ 

ZrO 平均の強度を使うので表７には載せていない。 

光度効果（何を言ってるか分からなかった） 

 

 

 

III. 極大時における平均スペクトルタイプ 

 

 表８． 極大時におけるタイプ 

 

 

表の TYPE(MAX)は多くの場合、外挿によるが、Merrill(1941)の結果と良く合う。 

Vr（吸収線）はWilson(1953)からだが、それのミラはMerrill(1941)からで、輝線のVrにタイプーずれ関係で補正

したもの（括弧内）が含まれる。 

 



これを見るといかにデータが不完全化が分かる。 

Feast の南天ミラカタログ（１９６３）からはほとんど採ってない。これは、将来２つのタイプシステムの比較が直接で

きるまで延期したからである。 

 



IV. 周期―タイプ関係 

 

 

              

表９ 周期と極大時平均タイプとの関係 

 

 

図１ 表８の：のない安全なタイプのみをプロットした。Campbell,Cannon1928 より０．８くらいタイプが晩

期によっている。これは彼らがHarvard Catalogue of Long Period Variablesでのタイプの最も早期の

ものを採用しているので予期される差である。 

 

 

P=450dまでタイプと周期が相関していることがわかる。 

 


